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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の開口部の戸尻側半部に設けられる戸袋と、該戸袋に沿って左右方向にスライド
移動して開口部の戸先側半部を開閉するスライド扉体とを備えた扉装置において、前記戸
袋とスライド扉体とを、それぞれ少なくとも二枚のパネル体を連結体を介して揺動自在に
連結して折畳み自在に構成するにあたり、前記戸袋は、開口部の上部に固定される戸袋用
上框と、前記連結体を介して折り畳み自在に構成される少なくとも二枚の戸袋用パネル体
と、これら戸袋用パネル体を戸袋用上框に対して折り畳み可能な状態で左右方向移動自在
に吊持するべく戸袋用上框に設けた戸袋用レール片および戸袋用パネル体に設けられて戸
袋用レール片を走行する戸袋用折畳みローラと、戸袋用パネル体を戸袋用上框に対して折
り畳みを規制するための戸袋用姿勢規制手段とを備えて構成される一方、前記スライド扉
体は、開口部の上部に設けられた走行レールに走行ローラを介して左右方向移動自在に吊
持されるスライド扉体用上框と、前記連結体を介して折り畳み自在に構成される少なくと
も二枚のスライド扉体用パネル体と、これらスライド扉体用パネル体をスライド扉体用上
框に対して折り畳み可能な状態で左右方向移動自在に吊持するべくスライド扉体用上框に
設けたスライド扉体用レール片およびスライド扉体用パネル体に設けられてスライド扉体
用レール片を走行するスライド扉体用折畳みローラと、スライド扉体用パネル体をスライ
ド扉体用上框に対して折り畳みと左右移動とを規制するためのスライド扉体用姿勢規制手
段とを備えて構成されると共に、前記開口部の上部に固定される戸袋用上框の屋内外両側
の下面と開口部の上部に左右方向移動自在に吊持されるスライド扉体用上框の屋内外両側
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の下面とは全て同じ高さに設定され、さらに、これら戸袋用上框、スライド扉体用上框に
それぞれ吊持される戸袋用パネル体とスライド扉体用パネル体との各屋内外両側の上面は
、戸袋用上框とスライド扉体用上框との各屋内外両側の下面に対して間隔を存して同じ高
さに設定されている扉装置。
【請求項２】
　スライド扉体は、開閉装置により自動的に開閉作動する自動扉に構成されている請求項
１に記載の扉装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物の出入り口部に設けられる扉装置の技術分野に属するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、扉装置のなかには、この種建築物に形成される出入り口部の戸尻側となる半部
に戸袋を設ける一方、該戸袋の屋内外何れか一方に沿って上吊り式のスライド扉体を設け
、該スライド扉体を戸袋に沿ってスライド移動させることにより、開口部の戸先側半部を
開閉するように構成したものがある。このものにおいて、スライド扉体を電動式の開閉機
により開閉駆動するようにした自動式の扉装置（自動扉）としたものにおいて、戸袋をス
ライド扉体とともに開放して、開口部が左右方向に幅広く開放された大開口にできるよう
にしたものが知られている。
【０００３】
　このようなものとしては、戸袋とスライド扉体との各戸尻側部位を、躯体上部の上枠に
対して枢支軸を介して揺動自在に連結し、スライド扉体が全開姿勢となって戸袋に積層し
た状態において、これら戸袋とスライド扉体とを前記枢支軸を支点として屋内外何れか一
方に開放揺動することで、大開口を形成するようにしたものが提唱されている。
【特許文献１】特開２００６－１１８２４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、前記従来のものは、戸袋とスライド扉体との両者を屋内外何れか一方に揺動
変位させる場合に、戸袋とスライド扉体との揺動軌跡は、戸袋とスライド扉体の左右幅全
長に基づくものとなるため、開放作動させるためには、前記左右幅に基づく広い開放スペ
ースが必要となり、該開放スペースの範囲内に荷物等の障害物があるような場合では、障
害物をいちいち移す等して開放スペースを確保しなけれならないという問題がある。
　さらには、前記従来のものにおいて大開口を形成する場合では、戸袋とスライド扉体と
の戸先側部位を、上枠、あるいは、上框から外した状態で開放することになるため、戸袋
とスライド扉体扉は、戸先側部位を上枠、あるいは、上框に対して係脱自在な構成にしな
ければならないが、該構成が複雑になるという問題もあり、これらに本発明の解決すべき
課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記の如き実情に鑑みこれらの課題を解決することを目的として創作された
ものであって、請求項１の発明は、建築物の開口部の戸尻側半部に設けられる戸袋と、該
戸袋に沿って左右方向にスライド移動して開口部の戸先側半部を開閉するスライド扉体と
を備えた扉装置において、前記戸袋とスライド扉体とを、それぞれ少なくとも二枚のパネ
ル体を連結体を介して揺動自在に連結して折畳み自在に構成するにあたり、前記戸袋は、
開口部の上部に固定される戸袋用上框と、前記連結体を介して折り畳み自在に構成される
少なくとも二枚の戸袋用パネル体と、これら戸袋用パネル体を戸袋用上框に対して折り畳
み可能な状態で左右方向移動自在に吊持するべく戸袋用上框に設けた戸袋用レール片およ
び戸袋用パネル体に設けられて戸袋用レール片を走行する戸袋用折畳みローラと、戸袋用
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パネル体を戸袋用上框に対して折り畳みを規制するための戸袋用姿勢規制手段とを備えて
構成される一方、前記スライド扉体は、開口部の上部に設けられた走行レールに走行ロー
ラを介して左右方向移動自在に吊持されるスライド扉体用上框と、前記連結体を介して折
り畳み自在に構成される少なくとも二枚のスライド扉体用パネル体と、これらスライド扉
体用パネル体をスライド扉体用上框に対して折り畳み可能な状態で左右方向移動自在に吊
持するべくスライド扉体用上框に設けたスライド扉体用レール片およびスライド扉体用パ
ネル体に設けられてスライド扉体用レール片を走行するスライド扉体用折畳みローラと、
スライド扉体用パネル体をスライド扉体用上框に対して折り畳みと左右移動とを規制する
ためのスライド扉体用姿勢規制手段とを備えて構成されると共に、前記開口部の上部に固
定される戸袋用上框の屋内外両側の下面と開口部の上部に左右方向移動自在に吊持される
スライド扉体用上框の屋内外両側の下面とは全て同じ高さに設定され、さらに、これら戸
袋用上框、スライド扉体用上框にそれぞれ吊持される戸袋用パネル体とスライド扉体用パ
ネル体との各屋内外両側の上面は、戸袋用上框とスライド扉体用上框との各屋内外両側の
下面に対して間隔を存して同じ高さに設定されている扉装置である。
　請求項２の発明は、スライド扉体は、開閉装置により自動的に開閉作動する自動扉に構
成されている請求項１に記載の扉装置である。
【発明の効果】
【０００６】
　請求項１の発明とすることにより、開口部に大開口を形成するにあたり、戸袋とスライ
ド扉体との両者を折畳んで開放揺動するようにしたので、開放揺動スペースを小さくでき
て、使い勝手のよい扉装置とすることができる。
　請求項２の発明とすることにより、自動扉にも採用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　つぎに、本発明の実施の形態について、図面に基づいて説明する。
　図面において、１は建築物（躯体）の開口部に設けられた扉装置であって、該扉装置１
を構成する戸袋２は、通常使用状態では、図１（Ａ）において左側となる戸尻側に位置し
て開口部の戸尻側半部を常時閉鎖しており、左右方向の移動が規制されるように構成され
ている。
　一方、戸袋２の屋内側に配設されるスライド扉体３は、左右方向のスライド移動が自在
な状態で配設されており、通常使用状態では、戸袋２に積層状となって開口部の戸先側半
部を開放する開放姿勢と、戸袋２に沿う左右方向のスライド移動を行い、開口部の戸先側
半部を閉鎖する閉鎖姿勢とに変姿するように構成されている。
【０００８】
　前記戸袋２とスライド扉体３とは、下端部がそれぞれ躯体開口部の床面ＦＬに対向して
おり、該床面対向部にはガイド体４が埋設されている。前記ガイド体４は、固定姿勢の戸
袋２対向部位に設けられ、後述する戸袋２の折畳み姿勢への変姿をガイドするための戸袋
用ガイド体４ａと、開口部の左右方向略全長に相当する長尺状で、スライド扉体３の開放
姿勢と閉鎖姿勢との間のスライド移動をガイドするスライド扉体用ガイド体４ｂとが屋内
外方向に隣接して設けられている。そして、これら戸袋用ガイド体４ａとスライド扉体用
ガイド体４ｂとには、屋内外方向中間部に位置して上方が開口するガイド溝４ｃが左右方
向長尺状に凹設されている。
　一方、戸袋２とスライド扉体３との上端部が対向する躯体開口部上方には、スライド扉
体３を吊持して左右方向に移動案内するための走行レール５が設けられている。
【０００９】
　前記戸袋２は、戸袋用の左右パネル体６、７を用いて構成されており、各戸袋用左右パ
ネル体６、７はガラス材の四周を上下左右の各枠材６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄ、７ａ、７ｂ
、７ｃ、７ｄにより囲繞することにより構成されており、戸袋用左パネル体６の右枠材６
ｄと戸袋用右パネル体７の左枠材７ｃとの間は、上下方向長尺状の連結体８により揺動自
在（折畳み自在）に連結されている。さらに、戸袋用左パネル体６の左枠材６ｃと戸袋用
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右パネル体７の右枠材７ｄとにはそれぞれ戸袋用の左右縦框９、１０が揺動自在に連結さ
れており、これら戸袋用左右縦框９、１０のうち、戸袋用左縦框９は、開口部の左側側部
に一体的に固定されている。一方、戸袋用右縦框１０の下端部には、下方に突出する振れ
止めピン１０ａが下方に向けて突設されており、該振れ止めピン１０ａの突出先端部に振
れ止めローラ１０ｂが設けられている。そして、前記振れ止めローラ１０ｂは、前記床面
の屋外側に設けられた戸袋用ガイド体４ａのガイド溝４ｃに相対回転自在、左右方向移動
自在に嵌入するように構成されている。
　また、戸袋用左右縦框９、１０のうち、戸袋用右縦框１０の上端部には枢支ピン１０ｃ
が相対回転自在な状態で上方に向けて突設されており、これら枢支ピン１０ｃの上端部に
それぞれ折畳み作動用ユニット１０ｄが設けられている。尚、折畳み作動用ユニット１０
ｄは、屋内外一対の折畳み用ローラ１０ｅが左右に隣接して設けられている。
【００１０】
　１１は戸袋用左右パネル体６、７を支持して戸袋２の上部を構成する戸袋用上框であっ
て、該戸袋用上框１１は、戸袋用左右パネル体６、７を左右に伸長させたときの左右端部
間の長さと同様の長さに形成されており、躯体開口部の上部に一体化する状態で設けられ
（固定され）ている。前記戸袋用上框１１は下方に蟻溝状の開口１１ａが形成されており
、屋内外一対の側片１１ｂの対向面（内側面）には、互いに近接する方向に突出する屋内
外一対のレール片１１ｃ（戸袋用レール片１１ｃ）がそれぞれ一体形成されている。そし
て、前記該レール片１１ｃに、戸袋用右パネル体７の折畳み作動用ユニット１０ｄが支持
されるが、このとき、戸先側の折り畳み作動用ユニット１０ｄは、一対の折畳み用ローラ
１０ｅ（戸袋用折畳みローラ１０ｅ）がレール片１１ｃに左右方向移動自在に走行するよ
うに吊持されている。
【００１１】
　さらに、前記連結体８は上下方向に貫通する中空部８ａが形成されてものとなっており
、該中空部８ａの上下部位に、それぞれ本発明の姿勢規制手段としての落し錠装置８ｂ（
戸袋用姿勢規制手段８ｂ）が設けられている。これら落し錠装置８ｂは、戸袋２を開口部
戸尻側に位置させ、戸袋用左右パネル体６、７の各パネル面同士を左右方向に隣接させた
戸袋２の伸長姿勢においてロック操作をすることにより、連結体８の上端から突出するロ
ッド８ｃが戸袋用上框１１に形成された係合溝１１ｄに係合する一方、連結体８の下端か
ら突出するロッド８ｂが戸袋用ガイド体４ａのガイド溝４ｃに係合して、連結体８の左右
方向の位置規制と、屋内外方向の位置規制とがなされるように構成されている。そして、
この位置規制状態（落し錠装置８ｂのロック状態）では、戸袋２は、戸袋用左パネル体６
と戸袋用左縦框９との間、戸袋用右パネル体７と戸袋用右縦框１０との間、戸袋用左右パ
ネル体６、７と連結体８との間の揺動がそれぞれ規制されるとともに、戸袋用上框１１に
対する左右方向の移動規制がなされた戸袋２の伸長姿勢が維持されるように構成されてお
り、該状態が通常使用状態に設定されている。
【００１２】
　これに対し、落し錠装置８ｂを解錠して、戸袋用左右パネル体６、７の隣接部（連結体
８配設部）を屋外側に押しやる操作がなされることにより、戸袋用右パネル体７の折畳み
用ローラ１０ｅがレール片１１ｂ上を戸尻側に走行（移動）するように設定されており、
戸袋用左パネル体６と戸袋用左縦框９との間、戸袋用右パネル体７と戸袋用右縦框１０と
の間、戸袋用左右パネル体６、７と連結体８との間の揺動がそれぞれなされる状態で戸袋
用左右パネル体６、７同士が折畳まれると、戸袋２は、戸袋用左右パネル体６、７の各パ
ネル面同士が互いに対向する戸袋２の折畳み姿勢となるように設定されており、この状態
において、戸袋２は、開口部の戸尻側端部に片寄せられるように構成されている。
【００１３】
　一方、スライド扉体３は、スライド扉体用の左右パネル体１２、１３を用いて構成され
ており、各スライド扉体用左右パネル体１２、１３はガラス材の四周を上下左右の各枠材
１２ａ、１２ｂ、１２ｃ、１２ｄ、１３ａ、１３ｂ、１３ｃ、１３ｄにより囲繞すること
により構成されており、スライド扉体用左パネル体１２の右枠材１２ｄとスライド扉体用
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右パネル体１３の左枠材１３ｃとの間は、前記戸袋用左右パネル体６、７を連結する連結
体８と同様の上下方向長尺状の連結体８により揺動自在（折畳み自在）に連結されている
。
　ここで、前記連結体８は、戸袋用左右パネル体６、７を連結する場合と、スライド扉体
用左右パネル体１２、１３を連結する場合とで、屋内外方向反転して設けられるように構
成されており、これによって、戸袋２は連結体８が屋外側に突出する状態で折畳まれ、ス
ライド扉体３は連結体８が屋内側に突出する状態で折畳まれるように構成されている。
【００１４】
　さらに、スライド扉体用左パネル体１２の左枠材１２ｃとスライド扉体用右パネル体１
３の右枠材１３ｄとにはそれぞれスライド扉体用の左右縦框１４、１５が揺動自在に連結
されており、これらスライド扉体用左右縦框１４、１５のそれぞれの各下端部には、下方
に突出する振れ止めピン１４ａ、１５ａが突設されており、該振れ止めピン１４ａ、１５
ａの突出先端部に振れ止めローラ１４ｂ、１５ｂが設けられている。そして、前記振れ止
めローラ１４ｂ、１５ｂは、前記床面の屋内側に設けられたスライド扉体用ガイド体４ｂ
のガイド溝４ｃに相対回転自在、左右方向移動自在に嵌入するように構成されている。
　また、スライド扉体用左右縦框１４、１５の各上端部には枢支ピン１４ｃ、１５ｃが相
対回転自在な状態で上方に向けて突設されており、これら枢支ピン１４ｃ、１５ｃの上端
部にそれぞれ折畳み作動用ユニット１４ｄ、１５ｄが設けられており、これら折畳み作動
用ユニット１４ｄ、１５ｄには、それぞれ屋内外一対の折畳み用ローラ１４ｅ、１５ｅが
左右に隣接して設けられている。
【００１５】
　１６はスライド扉体用左右パネル体１２、１３を支持してスライド扉体３の上部を構成
するスライド扉体用上框であって、該スライド扉体用上框１６は、スライド扉体用左右パ
ネル体１２、１３を左右に伸長させたときの左右端部間の長さと同様の長さに形成されて
いる。前記スライド扉体用上框１６は下方に蟻溝状の開口１６ａが形成されており、屋内
外一対の側片１６ｂの対向面（内側面）には、互いに近接する方向に突出する屋内外一対
のレール片１６ｃ（スライド扉体用レール片１６ｃ）がそれぞれ一体形成されている。そ
して、これら屋内外一対のレール片１６ｃに、スライド扉体用左右パネル体１２、１３に
設けられた折畳み作動用ユニット１４ｄ、１５ｄの各屋内外一対の折畳み用ローラ１４ｅ
、１５ｅ（スライド扉体用折畳みローラ１４ｅ、１５ｅ）がそれぞれ左右方向移動自在に
走行するように吊持（支持）されている。このとき、折畳み用ローラ１４ｅ、１５ｅをそ
れぞれ屋内外一対のものとし、このものを屋内外一対のレール片１６ｃに吊持させること
により、スライド扉体用左右パネル体１２、１３に屋内外方向の振れ（位置ズレ）が生じ
ても、折畳み用ローラ１４ｅ、１５ｅがレール片１６ｃから脱落し難くなるように構成さ
れている。
　また、戸尻側の折畳み作動用ユニット１４ｄは、レール片１６ｃの左右方向両端部から
抜止めされるように構成されている。
　因みに、図５から明らかなように、開口部の上部に固定される戸袋用上框１１の屋内外
両側の下面と、開口部の上部に左右方向移動自在に吊持されるスライド扉体用上框１６の
屋内外両側の下面とは、全て同じ高さに設定されており、さらに、これら戸袋用上框１１
、スライド扉体用上框１６にそれぞれ吊持される戸袋用パネル体６、７とスライド扉体用
パネル体１２、１３との各屋内外両側の上面は、戸袋用上框１１とスライド扉体用上框１
６との各屋内外両側の下面に対して間隔を存して同じ高さに設定されている。
【００１６】
　そして、前記スライド扉体用上框１６の上片１６ｄには左右両端部に位置して一対の走
行ローラユニット１７が設けられており、これら走行ローラユニット１７は、躯体上方の
壁部に設けた前記走行レール５に左右方向移動自在に吊持されている。前記各走行ローラ
ユニット１７は、それぞれスライド扉体用上框１６の上片に固定される固定金具１７ａと
、該固定金具１７ａに起立状に設けられる支持金具１７ｂと、該支持金具１７ｂに左右方
向隣接して軸承される一対のローラ１７ｃ（走行ローラ１７ｃ）とを備えて構成されてい
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る。
　一方、前記壁面の戸尻側端部には、電動モータを備えた開閉機１８が設けられており、
該開閉機１８の駆動に基づいて駆動プーリ１８ａが正逆回転するように構成されている。
さらに、壁面の戸先側端部には従動プーリ１８ｂが設けられており、これら駆動プーリ１
８ａと従動プーリ１８ｂとの間に駆動ベルト１８ｃが懸回されており、開閉機１８の駆動
に伴い駆動プーリ１８ａの正逆回転がなされると、駆動ベルト１８ｃが両プーリ１８ａ、
１８ｂ間を回転変位するように構成されている。そして、前記駆動ベルト１８ｃに連結さ
れたジョイント部材１８ｄは、戸先側の走行ローラユニット１７の支持金具１７ｂに連結
されており、これによって、開閉機１８の駆動に伴い駆動ベルト１８ｃが変位すると、走
行ローラユニット１７が強制変位せしめられ、スライド扉体３を全閉姿勢と全開姿勢とに
スライド移動（開閉作動）させるように構成されている。尚、開閉機１８によるスライド
扉体３の開閉作動において、開閉機１８には、通行者検知、障害物検知等、適宜検知に基
づく駆動制御がなされることは、汎用の自動扉と同様であり、ここでの説明は省略する。
【００１７】
　そして、スライド扉体３は、戸袋２と同様に前記連結体８の中空部の上下に落し錠装置
８ｂ（スライド扉体用姿勢規制手段８ｂ）が設けられており、これら落し錠装置８ｂは、
スライド扉体用左右パネル体１２、１３の各パネル面同士を左右方向に隣接させたスライ
ド扉体３の伸長姿勢においてロック操作することにより、連結体８の上端から突出するロ
ッド８ｃがスライド扉体用上框１６に形成された係合溝１６ｅに係合する一方、連結体８
の下端から突出するロッド８ｃがスライド扉体用ガイド体４ｂのガイド溝４ｃにスライド
移動自在に係合して、スライド扉体用上框１６に対する連結体８の左右方向の位置規制が
なされるとともに、連結体８の屋内外方向の位置規制がなされるように構成されている。
そして、この位置規制状態（落し錠装置８ｂのロック状態）では、スライド扉体３は、ス
ライド扉体用左パネル体１２とスライド扉体用左縦框１４との間、スライド扉体用右パネ
ル体１３とスライド扉体用右縦框１５との間、スライド扉体用左右パネル体１２、１３と
連結体８との間の揺動がそれぞれ規制されるとともに、スライド扉体用上框１６に対する
左右方向の移動規制がなされたスライド扉体３の伸長姿勢が維持されるように構成されて
おり、該状態においてスライド扉体３の開閉機１８に基づく開閉作動がなされるように構
成されている。
【００１８】
　これに対し、落し錠装置８ｂを解錠して、スライド扉体用左右パネル体１２、１３の隣
接部（連結体８配設部）を屋内側に押しやり、さらに、スライド扉体用右パネル体１３を
戸尻側に押しやる操作がなされることにより、左右の折畳み用ローラ１５ｅはレール片１
６ｂ上を戸尻側に向けて移動するように設定されている。そして、スライド扉体用左パネ
ル体１２とスライド扉体用左縦框１４との間、スライド扉体用右パネル体１３とスライド
扉体用右縦框１５との間、スライド扉体用左右パネル体１２、１３と連結体８との間の揺
動がなされる状態でスライド扉体用左右パネル体１２、１３同士が揺動して折畳まれると
、スライド扉体３は、スライド扉体用左右パネル体１２、１３の各パネル面同士が互いに
対向するスライド扉体３の折畳み姿勢となるように設定されている。
　尚、１９は、スライド扉体３の戸先側に設けた施錠装置であって、スライド扉体３の全
閉姿勢で施錠するように構成されている。
【００１９】
　そして、このものにおいて、開口部を大きく開放させたい場合では、戸袋２の落し錠装
置８ｂをロック解除して戸袋２を戸尻側に片寄せた状態で折畳み姿勢とするとともに、ス
ライド扉体３を全開姿勢として落し錠装置８ｂをロック解除し、スライド扉体用左右パネ
ル体１２、１３を戸尻側に片寄せた状態で折畳み姿勢とすることにより、図６、７に示す
ように、戸袋２とスライド扉体３とが戸尻側に偏寄して、開口部の戸先側が大きく開放さ
れた大開口を形成すように構成されている。そして、この場合に、戸袋２とスライド扉体
３とを折畳み姿勢にするために必要なスペースは、戸袋２、スライド扉体３の左右幅の半
分となる戸袋用左右パネル体６、７、スライド扉体用左右パネル体１２、１３のそれぞれ
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が揺動できるスペースであればよいことになって、大開口形成時における開放揺動用のス
ペースを小さくできるように構成されている。
【００２０】
　叙述の如く構成された本形態において、開口部に設けたスライド扉体３は、開口部の戸
尻側に設けられる戸袋２に沿って開閉作動して、開口部の戸先側半部を開閉するが、この
ものにおいて、戸袋２とスライド扉体３とは、それぞれ一対の戸袋用左右パネル体６、７
、スライド扉体用左右パネル体１２、１３を、それぞれ折畳み自在に連結して構成されて
いる。そして、開口部を戸尻側半部側まで開口して広く確保したい場合では、両者をそれ
ぞれ折畳み姿勢として戸尻側に片寄せることで大開口を形成することができる。この結果
、従来の戸袋とスライド扉体とが戸尻側の端部に設けた支軸を中心として開放揺動するも
ののように、開放揺動のためのスペースを、戸袋とスライド扉体の左右幅全長に対応する
大きなスペースを必要とすることがなく、各左右パネル体６、７、１２、１３を揺動させ
るための、戸袋２とスライド扉体３の左右幅の半分の揺動スペースを確保すれば大開口を
形成することができる。この結果、躯体開口部に大きな空間を形成するための開放揺動用
のスペースの確保が容易にできて、折畳み姿勢への変姿操作が容易な使い勝手のよい扉装
置１とすることができる。
【００２１】
　このように、本発明が実施された扉装置１は、戸袋２とスライド扉体３との両者を折畳
み姿勢として大開口を形成するようにしたので、大開口を開放するためのスペースを小さ
くできるものであるが、このものでは、戸袋２とスライド扉体３とを構成する左右パネル
体６、７、１２、１３を揺動自在に連結するための連結体８に姿勢規制手段としての落し
錠８ｂが設けられていて、これらの落し錠８ｂを操作して連結体８部位を屋内外に押しや
るとともに戸尻側に片寄せる操作をするだけで、扉体２とスライド扉体３とを折畳み姿勢
とすることができて、大開口を形成する操作が簡単、かつ、容易になって操作性に優れる
。
【００２２】
　さらに、このものにおいて、戸袋２は屋外側に向けて突出する折り畳み姿勢とし、スラ
イド扉体３は屋内側に向けて突出する折り畳み姿勢として、それぞれの折畳み方向が屋内
外方向異方向となるようにしたので、スライド扉体３が戸袋２に干渉することなく戸尻側
の端部まで片寄せることができて、開口部を一層広く開放することができるという利点が
ある。
【００２３】
　さらにこのものでは、スライド扉体３は開閉機１８の駆動力に基づいて自動的に開閉す
る自動扉にも採用することができる。
【００２４】
　また、このものにおいて、スライド扉体３は開閉機１８の駆動に基づく自動扉となって
いるが、このようにスライド扉体３を自動扉とした場合では、開閉作動の始動時や、障害
物との当接時等に、戸先側が上下方向に振動することが知られている。これに対し、本実
施の形態では、折畳み作動用ユニット１４ｄに設けられる折畳み用ローラ１４ｅを屋内外
方向一対のものとし、これら折畳み用ローラ１４ｅが、スライド扉体用上框１６の屋内外
一対の側片１６ｂに設けた一対のレール片１６ｃを走行する構成となっている。この結果
、スライド扉体３が上下方向に振動して屋内外方向の位置ズレが生じたような場合であっ
ても、折り畳み作動用ユニット１４ｄがスライド扉体用上框１６から脱落し難く、安定し
た開閉作動をする信頼性の高い扉装置１とすることができる。
【００２５】
　尚、本発明は前記実施の形態に限定されないことは勿論であって、図８に示す第二の実
施の形態のようにすることができる。
　前記第二の実施の形態ものは、戸袋２０とスライド扉体２１とが、両者とも屋内側に突
出する状態で折畳まれる構成となっていること以外は前記第一の実施の形態と同様に構成
されている。このように、戸袋とスライド扉体との折畳み方向は、設置条件にあわせて適
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【００２６】
　また、図９、１０に第三の実施の形態を示すが、該第三の実施の形態のものは、前記第
一の実施の形態と同様の戸袋２２とスライド扉体２３とで構成される扉装置を二組用意し
、これら二組の扉装置を左右対称状に配設した扉装置となっている。そして、通常の使用
状態では、スライド扉体２３同士を左右方向外方にそれぞれ開放することで出入り口部を
開放するように構成されている。そして、このものにおいて、左右の扉装置の各戸袋２２
と各スライド扉体２３とを、それぞれ屋内外方向に折畳むことにより開口部に大開口が形
成されるように構成されており、この場合でも、戸袋２２とスライド扉体２３とを開放揺
動するためのスペースを小さくできて、折畳み姿勢への変姿操作が容易な使い勝手のよい
扉装置とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】図１（Ａ）、（Ｂ）は全閉姿勢の扉装置の概略正面図、概略平面断面図である。
【図２】図１（Ｂ）の一部を切欠いて拡大した平面断面図である。
【図３】図３（Ａ）、（Ｂ）は全開姿勢の扉装置の概略正面図、平面断面図である。
【図４】扉装置の一部を切欠いて拡大した正面図である。
【図５】扉装置の側面断面図である。
【図６】図６（Ａ）、（Ｂ）は戸袋とスライド扉体とを折畳み姿勢とした扉装置の概略正
面図、概略平面断面図である。
【図７】図６（Ｂ）の一部を切欠いて拡大した平面断面図である。
【図８】第二の実施の形態の扉装置の一部を切欠いた平面断面図である。
【図９】第三の実施の形態の扉装置の正面図である。
【図１０】図１０（Ａ）は第三の実施の形態の扉装置の一部を切欠いた平面断面図であり
、図１０（Ｂ）は第三の実施の形態の扉装置を折畳み姿勢とした状態において一部を切欠
いた平面断面図である。
【符号の説明】
【００２８】
　　１　　扉装置
　　２　　戸袋
　　３　　スライド扉体
　　６　　戸袋用左パネル体
　　８　　連結体
　８ｂ　　落し錠装置
　　９　　戸袋用左縦框
１０ｄ　　折り畳み作動用ユニット
　１１　　戸袋用上框
１１ｃ　　レール片
　１２　　スライド扉体用左パネル体
　１４　　スライド扉体用左縦框
１４ｄ　　折り畳み作動用ユニット
　１６　　スライド扉体用上框
　１７　　走行ローラユニット
　１８　　開閉機
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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